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●教育に関する事務の管理及び執行の点検及び評価について

１ 点検及び評価の趣旨 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」により、教育委員会は毎年度、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、そ

の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表するこ

ととされています。 

  本報告書は、効果的な教育行政の推進を図るとともに、市民への説明責任を

果たすために、令和６年度の長岡市教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行った結果を、長岡市教育委員会事務評価

委員会の意見等を付して、報告するものです。 

  
【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（関連条文抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 

 

２ 点検及び評価の方法 

 (1) 点検及び評価の対象 

点検及び評価は、長岡市教育委員会が執行している事務・事業のうち、

「長岡市教育振興基本計画」（令和３年４月改定）に掲げた５つの施策に基

づく各事業を中心に実施しました。 

 

 (2) 点検及び評価の手順 

令和７年４月から令和７年８月にかけて、令和６年度に長岡市教育委員

会において執行した事務について、次の手順で点検及び評価を行いました。 

教育委員会事務局における点検の実施 
            ↓ 
     教育委員への点検内容の報告 
            ↓ 
     事務評価委員会による点検及び評価 
            ↓ 
     教育委員会による評価報告書の決定 
            ↓ 
     市議会への報告及び公表  

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第一項の規定により教育長に 

委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第四項の規定により事務局職 

員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評 

価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表 

しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有 

する者の知見の活用を図るものとする。 
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３ 長岡市教育委員会事務評価委員会 委員 

  令和６年度の点検・評価は、下記３名の学識経験者等を外部評価委員として

委嘱し、施策に対する評価や具体的な改善策についての意見等をいただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏 名 団体・役職等 

委員長 山田 修 元中学校長 

副委員長 渡辺 美子 
市民協働ﾈｯﾄﾜｰｸ長岡  

代表理事 

委 員 武石 枝利子 寺子屋キッズ 代表 
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４ 長岡市教育振興基本計画について 

   長岡市では、令和元年度に市長と教育長、 
教育委員が意見交換を重ね、教育行政を推進 
するための基本方針として「長岡市教育大綱」 
を改定しました。（期間：令和２年度から令和 
６年度まで） 

   長岡市教育委員会では、この教育大綱の基本理念・基本方針を具体的に推   
進するため、乳幼児期から義務教育終了までの子育てを含む人づくりとい 

う観点から、５つの施策で構成する「長岡市教育振興基本計画」を改定しま

した。（計画期間：令和３年度から令和７年度まで） 
点検及び評価は、計画の進捗管理を兼ねており、その結果を次年度以降

の施策の推進や改善に反映することで、より着実に計画を進行させています。 

 

■ 長岡市教育大綱と長岡市教育振興基本計画の体系 

基本理念 
教育大綱 

基本方針 

施策の柱 
教育振興 
基本計画 

施策の内容 
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５つの施策の各事業のうち、特に重点的に取り組むべき項目を重点項目と

して掲げ、早期の実現を目指すこととしています。 
重点項目の取組状況の点検・評価を行うことを通じて、必要に応じて重点

項目を見直しながら施策の充実を図っていきます。 
なお、令和６年度は、令和５年度に掲げた項目について、更なる環境整備

や内容の充実を図るためいずれも継続とし、取組の進捗に応じて目標を見直

しの上、重点項目として設定しました。 

 

            令和６年度の４つの重点項目 

    【施策１】   不登校支援の充実 

    【施策３】   オール長岡で部活動地域移行を推進 

    【施策４】   発達など配慮が必要な子どもと保護者への 

                    切れ目のない支援体制の強化 

【施策３・５】 Ｅｄｕ－Ｄｉｖｅｒ構想の推進 

 

 

 

 

   令和３年度に改定された教育振興基本計画では、事務評価において計画

の進捗状況を把握する１つの目安として活用するため、「子どもたちの視

点」、「保護者の視点」、「学校・園の視点」についてそれぞれ指標及び基準値

を設定し、参考指標として掲載することとしました。 

   本報告書では、毎年度、その最新値を掲載し、計画の進捗状況を把握する

目安としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 重点項目の設定 

■ 参考指標の掲載 
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Ⅰ 教育委員会会議の開催及び審議状況等について 

１ 会議の開催回数等 

  各会議の会議録はホームページで公開しています。協議報告事項なども詳

しく掲載し、審議の透明性を高めています。 
 
 

 

２ 教育委員会定例会及び臨時会 

  教育行政に関する基本方針を決定する場として、定例会及び必要に応じて 

臨時会を開催しました。 

【議 案】 

会議名等 開催回数 付議案件数等 

定例会 12 回

議 案 48 件

協議事項 ３件

報告事項 45 件

臨時会 １回

議 案 － 

協議事項 － 

報告事項 － 

協議会 ４回 － － 

施設訪問 10 回 訪問施設 23 か所

月 日 会議名 議案番号 案 件 審議状況 

４月23日 ４月 

定例会 
なし 

５月21日 ５月 

定例会 第 17 号 

条例改正の申出について 
（長岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正） 
原案決定 

第 18 号 

条例改正の申出について 
（長岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部改正） 
原案決定 

第 19 号 附属機関委員の委嘱について 原案決定 

６月28日 ６月 

定例会 
第 20 号 専決処理について（補正予算の要求について） 原案承認 

第 21 号 附属機関委員の委嘱について 原案決定 

第 22 号 専決処理について（職員人事について） 原案承認

７月23日 ７月 

定例会 第 23 号 令和７年度使用教科用図書等について 原案決定 

８月20日 ８月 

定例会 
第 24 号 

令和５年度教育に関する事務の管理及び執行の点検及び

評価報告書について 原案決定

第 25号 長岡市教育委員会表彰被表彰者の決定について 
被表彰候補

者を全員適

と決定 
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月 日 会議名 議案番号 案 件 審議状況 

８月20日 ８月 
定例会 

第 26号 長岡市立図書館運営規則の一部改正について 原案決定 

第 27 号 条例改正の申出について（長岡市保育園条例の一部改正） 原案決定 

第 28 号 補正予算の要求について 原案決定 

９月26日 ９月 

定例会 
第 29 号 長岡市教育支援教室設置要綱の一部改正について 原案決定 

第 30 号 専決処理について（職員人事について） 原案承認 

10月22日 10月 

定例会 
第 31 号 長岡市児童手当法施行細則の一部改正について 原案決定 

11月19日 11月 

定例会 
第 32 号 補正予算の要求について 原案決定

第 33号 
条例廃止及び改正の申出について 
（長岡市川口文化会館条例の廃止等） 原案決定

第 34号 
条例改正の申出について 
（長岡市学校給食共同調理場条例の一部改正） 原案決定

第 35号 
条例改正の申出について 
（長岡市立学校体育施設開放条例の一部改正） 原案決定

12月24日 12月 

定例会 
第 36 号 令和７年度当初予算の要求について 原案決定 

１月14日 １月 

臨時会 
－ 

職務代理者の指名について 
議席の指定について － 

１月28日 １月 

定例会 第１号 長岡市教育委員会表彰被表彰者の決定について 
被表彰候補

者を全員適

と決定 

第２号 長岡市川口文化会館条例施行規則の廃止について 原案決定 

第３号 長岡市地域資料館条例施行規則の一部改正について 原案決定 

第４号 長岡市立学校通学区域規則の一部改正について 原案決定 

第５号 長岡市立学校管理運営に関する規則の一部改正について 原案決定 

第６号 長岡市立図書館運営規則の一部改正について 原案決定 

第７号 長岡市立互尊文庫運営規則の一部改正について 適と決定 

２月18日 ２月 

定例会 
第８号 専決処理について（補正予算の要求について） 原案承認 

第９号 
長岡市立学校体育施設開放条例施行規則の一部改正につ

いて 原案決定 

第 10 号 校長、教頭の人事異動の内申について 原案決定

第 11号 
条例改正の申出について 
（長岡市立科学博物館条例等の一部改正） 原案決定

第 12号 

条例改正の申出について 
（長岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正） 
原案決定 

第 13 号 補正予算の要求について 原案決定 
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【協議事項】 

 

 

 

 

 

 

月 日 会議名 議案番号 案 件 審議状況 

３月25日 ３月 

定例会 
第 14 号 専決処理について（職員人事について） 原案承認 

第 15 号 長岡市教育委員会組織規則の一部改正について 原案決定 

第 16 号 
長岡市教育委員会の職員の職名に関する規則の一部改正

について 
原案決定 

第 17 号 長岡市教育委員会事務決裁規程の一部改正について 原案決定 

第 18 号 長岡市立学校使用条例施行規則の一部改正について 原案決定 

第 19 号 長岡市立学校通学区域規則の一部改正について 原案決定

第 20号 長岡市児童館管理規則の廃止について 原案決定 

第 21 号 長岡市児童交流会館条例施行規則の一部改正について 原案決定

第 22号 
長岡市放課後児童健全育成事業実施要綱の一部改正につ

いて 
原案決定

第 23号 
長岡市子ども・子育て会議条例施行規則の一部改正につ

いて 
原案決定

第 24号 
長岡市ファミリー・サポート・センター事業実施要綱の

一部改正について 
原案決定

第 25号 長岡市産前産後家庭生活応援事業実施要綱の廃止について 原案決定 

第 26 号 
長岡市地域学校協働活動推進員設置要綱の一部改正につ

いて 
原案決定 

第 27 号 長岡市立学校学区外就学等許可基準の一部改正について 原案決定 

第 28 号 附属機関委員の委嘱について 原案決定 

月 日 会議名 案 件 

11月19日 
11月 

定例会 
令和７年度新規事業等について 

12月24日 
12月 

定例会 

市教育委員会定例会会議録記載の変更及びホームページレイアウトの変更

について 

３月25日 
３月 

定例会 

長岡市学校施設長期保全・再生計画（スクールフェニックスプラン）の改

定について 
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【報告事項】 

 

 

 

月 日 会議名 案 件 

随 時 定例会 

・議会における教育委員会関係の質問事項について 

・附属機関等会議報告について 

・長岡市が制定する要綱の制定、一部改正及び廃止について 

・教育委員会関係工事の入札状況等について 

４月23日 
４月 

定例会 

・教育に関する事務の点検及び評価方法について 

・長岡市中学校部活動及び地域クラブ活動方針の策定について 

６月28日 
６月 

定例会 

・栃尾地域学校再編検討会の設置について 

・中学校部活動の地域移行の進捗状況について 

７月23日 
７月 

定例会 
・令和５年度長岡市の児童生徒の問題行動等について 

８月20日 
８月 

定例会 
・令和６年度全国学力・学習状況調査結果概況について 

９月26日 
９月 

定例会 

・９月９日（月曜日）に川崎小学校で発生した事故について 

・令和６年度全国学力・学習状況調査結果分析について 

10月22日 
10月 

定例会 
・長岡市児童会館・児童クラブ運営業務受託者選定委員会報告について 

11月19日 
11月 

定例会 
・年間授業時数等の適正配当について 

12月24日 
12月 

定例会 
・与板幼稚園・十日町保育園の現状と今後の方針について 

１月28日 
１月 

定例会 

・令和５年度児童生徒の問題行動等の現状について 

・令和６年度文部科学大臣優秀教職員表彰について 

・中学校部活動の地域移行の進捗状況について 

２月18日 
２月 

定例会 

・令和７年度長岡市教育委員会当初予算の概要について 

・令和６年度長岡市学校教育の共通実践事項の実践状況について 

・令和７年度長岡市学校教育の共通実践事項について 

・令和７年度授業イノベーションについて 

・令和７年度Ｅｄｕ－Ｄｉｖｅｒ構想について 

３月25日 
３月 

定例会 

・長岡市教育振興基本計画の概要の更新について 

・学校管理業務の民間委託について 

・公立学校情報機器整備事業に係る各種計画の策定について 

・令和６年度「教育環境を考える保護者懇談会」の実施状況について 

・栃尾地域学校再編検討会による検討と報告書の提出について 
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３ 教育委員会協議会 

  教育行政の運営における懸案事項・重要事項等について教育委員が協議を

行う場、または事務局から状況報告を行い教育委員と事務局が情報を共有す

る場として、教育委員会協議会を開催しました。 

 

 

４ 施設訪問 

  教育委員会所管の各施設（保育園、市立学校、児童福祉施設等）を教育委員

が訪問し、教育現場の取組や園児・児童・生徒の活動の様子などを視察するこ

とで、現状と課題の認識を深めました。 

〇訪問施設数23  

【内訳】保育園４、小学校８、中学校４、児童福祉施設２、その他施設等５ 

 

 

月 日 案  件 

６月３日 令和５年度教育に関する事務の管理、執行の点検及び評価について 

11月５日 次期教育大綱の策定について 

11月19日 次期教育大綱の策定について 

12月24日 長岡市こども計画（仮称）について 

月 日 訪問施設 視察内容 

５月 21日 北中学校、西中学校 学校部活動 

６月 28日 栖吉保育園、昭和保育園、下川西保育園 小規模園 

７月 23日 双葉寮、柿が丘学園 児童福祉施設 

８月６日 
与板歴史民俗資料館、八幡林官衙遺跡、良寛墓

地、良寛庵室跡、三島郷土資料館  
社会教育施設等 

９月 26日 千手小学校、与板小学校 
通級指導教室、特別支援

教育 

10 月 22 日 黒条小学校、岡南小学校、 
コミュニティ・スクール、

授業イノベーション 

11 月 19 日 新町小学校、脇野町小学校、三島中学校 授業イノベーション 

12 月 24 日 かわぐち保育園 保育園移転改築 

１月 28日 阪之上小学校 「米百俵」の精神 

２月 18日 関原小学校、川口中学校 保幼小中連携 
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５ 教育委員の活動 

  各委員は教育委員会が開催する行事等へ出席しました。また、各種研修会

等へ参加し、国の動向や他自治体の取組などについての理解を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催月 出席行事等 

５月 
令和６年度長岡地域二十歳のつどい 

関東甲信越静市町村教育委員会連合会 総会及び研修会 

７月 新潟県市町村教育委員会連合会 定期総会及び研修会 

８月 令和６年度第２回市町村教育委員会研究協議会【宮城県仙台市】 

９月 令和６年度第３回市町村教育委員会研究協議会【大阪府大阪市】 

10月 劇団四季夢づくりミュージカル 

11月 長岡市教育委員会表彰 表彰式（成人） 

12月 令和６年度ながおか小学生ロボコン大会 

２月 
長岡市教育委員会表彰 表彰式（児童・生徒） 

令和６年度第６回市町村教育委員会研究協議会【東京都千代田区】 

３月 公立学校卒業式 
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Ⅱ 教育委員会における事務の点検・評価について 

■４つの重点項目の取組状況及び今後の展望 

計画の中で、４つの重点項目としたものは、長岡市教育委員会が特に力を入れて取り

組むべき内容として、令和６年度の取組目標を掲げて実施した事業です。 
そこで、重点項目については、各事業ごとの点検・評価とは別に、令和６年度の取組

目標の達成状況に着目し、重点的な点検・評価を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校状態にある児童生徒の社会的自立や、学校における不登校の未然防止につなげるため、 
学校、関係機関と連携し、支援の充実を図る。 
【取組目標】 
  不登校児童生徒が安心して過ごすことができる校内教育支援センターなどの居場所の整備 
  新たな不登校を生まない取組の研究 
  相談から個々の状態に応じた支援までをワンストップでつなぐ支援体制の強化 

学校教育の一環として行われてきた中学校の部活動に替わる新たなスポーツ・文化芸術活動の 
環境を整備する。 
【取組目標】 
  令和７年９月からの地域クラブ創設を目指した推進体制の構築や効率的な運用システムの検討 
  子どもたちの多種多様な希望に応じる活動環境の整備 

 

   １人１台端末等を活用し、長岡独自の多様な学びのスタイルを推進する。 
【取組目標】 
   「自分に合った」「多様な関わりを生かす」「実体験を伴う活動的」学びの視点から授業イノベ

ーションを実践 
  興味や関心に合わせた高度で多様な学びを実現する長岡教育情報プラットフォーム「こめぷ
ら」を運用 
 

 

早期段階から子どもにアプローチし、乳幼児期から就学後まで一貫した切れ目のない相談・支援 
体制の構築を図る。 
【取組目標】 
   保健・福祉・教育の関係者が一体となり支援できる組織体制の構築 
   学校・園などへのアウトリーチによる専門性の高い支援体制の構築 
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【施策１】 不登校支援の充実 

事業の目的 

及び概要 

長岡市の不登校児童生徒数は年々増加し、子ども・青少年相談センターへの相

談件数も全体の半数を超える現状を踏まえ、子ども・青少年相談センターの相

談・支援体制を整備し、社会的自立に向けた適切な支援の充実を図るもの。 

また、多様な居場所や形態で学んでいる不登校児童生徒の意欲や自信を生み出

すために、各校やフリースクール等関係機関と連携した取組を推進する。 

令和６年度の 

取組内容 

〇不登校児童生徒が安心して過ごすことができる校内教育支援センター（中学校

区内教育支援センター）などの居場所の整備 

・中学校区内に核となる校内教育支援センターを令和７年度から整備するため

に、他の自治体の事例の研究を進めた。４つのモデル校（中心部のモデルとし

て宮内中学校区、教育支援教室の寺泊・小国・栃尾分室との連携を図るため

に、寺泊・小国中学校区、栃尾地区）を選定した。専門支援員の適性や業務内

容、研修内容の検討、教室の環境整備等を進めるとともに、段階的な整備計画

を検討した。 

〇新たな不登校を生まない取組の研究 

・市内全学校の管理職を対象とした「不登校未然防止研修会」を実施し、不登校

の原因や背景を捉えて、不適応を生みにくい学校づくりに向けて具体的に各校

で取り組むことを検討した。 

・校長会や教頭会等を通して、不適応を生みにくい魅力ある学校づくりの取組の

推進を働きかけた。 

〇相談から個々の状態に応じた支援までをワンストップでつなぐ支援体制の強化 

・児童生徒の見立てから教育支援教室「フレンドリールーム」（※１）での支援

まで、連携した支援体制を強化し、通級する児童生徒のそれぞれの状態に応じ

た支援の充実を図った。 

・自立支援スペース「ほっとルーム」（※２）に支援補助員を増員配置し、支援

の充実を図った。 

〇指導要録上の出席扱いに係るガイドラインの取組と成果 

・民間のフリースクールや自宅学習も、一定の要件を満たせば出席扱いとするこ

とができようにガイドラインを策定し、全学校へ通知した。多様な居場所で努

力する児童生徒の学習の成果等を幅広く認めるよう各校に対し促した。 

・実際にフリースクールに通う児童生徒の保護者からは「安心して通うことがで

きている」、「自信につながった」など、励みや自信につながっているといった

声が多く寄せられ成果が見られている。 

自己評価 

・令和７年度からの設置を目指し、新たな居場所を中学校区内に拠点として整備

するなど、より効果的な校内教育支援センター設置に係る調査研究を進め、令

和７年度からの設置に向けた準備を行うことができた。 

・「不登校未然防止研修会」において、市の現状と課題を受けて、学校が取り組

むべき３つの柱（授業イノベーション、人間関係づくり、特別支援教育の推

関連ページ：P.28、29 
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※１ 教育支援教室「フレンドリールーム」 

不登校の状態にある児童生徒の将来的な社会的自立に向けて、集団生活への適応、情緒の安

定、基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善等のための相談、指導等の支援を行う教室 
※２ 自立支援スペース「ほっとルーム」 

不登校の状態にある児童生徒の将来的な社会的自立に向けて、自分のペースで過ごすことの

できる居場所を提供し、必要に応じて児童生徒、保護者への相談支援を行う。 
※３ 中学校区内教育支援センター「いこ～れ」 

フランス語で「学校、教室」を意味する「 cole（エコル）」をもとに、学校における居場所

として「い(e)こーれ(cole)」と親しみやすく名称したもの 

（担当：学校教育課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進）を明確に立てたことや、具体的な実践例の紹介や情報交換会で意見交換を

行ったことで、参加者は、実施後のアンケートで「とても参考になった」、「参

考になった」とする肯定的回答が100％となった。 
・支援体制の強化、「ほっとルーム」の充実により、増加する利用者への相談・

支援等対応を進めることができた。「ほっとルーム」で過ごす児童生徒が増え

（利用者実数：令和６年３月末 58人、令和７年３月末 74人）、学校へ気持ち

が向き、学校と「ほっとルーム」を併用したり、市内中学校への進学や転入に

つながり新たな環境でスタートを切ったりする児童生徒も現れている。 
・令和５年度より配置した自立支援コーディネーターとスクールソーシャルワー

カー（SSW）により、児童生徒の状態に応じて、一層支援の充実（丁寧な面

談・関係機関との連携・アウトリーチ）が図られた。 

今後の展望 

・中学校区内教育支援センター「いこ～れ」（※）の設置を拡大する。令和７年度

の４中学校区内のモデル校における検証結果を受けて、SSR 支援員の配置拡充と

教室の環境整備を進め、次年度以降拡大し、令和 11 年度までに全 27 中学校区

への設置を目指す。 
・不登校の未然防止に向けて大学教授等と連携した取組を進め、「不登校初期対応

フロー」で示した初期対応の徹底を図り、早期支援に一層努める。 
・相談センター教育相談室、教育支援教室フレンドリールームおよび各分室、「ほ

っとルーム」、訪問支援の連携を図り、児童生徒一人ひとりの状態やニーズに応

じた相談支援をさらに充実させる。 
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【施策３】 オール長岡で部活動地域移行を推進 

事業の目的 

及び概要 

部活動は有意義な活動である一方で、生徒数や教職員数の減少に伴い、部

活動の設置数が減り、自分が通う学校にやりたい部活の設置がない、専門的

に指導できる教員が少ないなどの課題がある。また、教職員の働き方改革の

観点からも、持続可能な活動の体制づくりが必要である。 

このため、生徒たちが環境的な理由や経済的な理由などに左右されず、や

りたいスポーツや文化芸術活動を誰もがどこでも気軽にできる場を創り出す

ことを目的とし、部活動を段階的に地域移行していくこと、合理的で効率的

な地域クラブ活動を推進していくことを目指して、体制整備を行う。 

令和６年度の 

取組内容 

〇令和７年９月からの地域クラブ創設を目指した推進体制の構築や効率的な

運用システムの検討 

・令和６年３月に策定した｢長岡市中学校部活動及び地域クラブ活動基本方

針｣に基づき、地域クラブ活動の推進体制の構築に向け、令和６年７月に

長岡市、長岡市教育委員会、公益財団法人長岡市スポーツ協会（以下「ス

ポーツ協会」）、公益財団法人長岡市芸術文化振興財団（以下「芸術文化振

興財団」）の４者による連携協定を締結した。 

・４者協定の翌日からは、スポーツ協会と芸術文化振興財団が地域クラブ指

導人材募集を開始し、指導人材の募集を含む進捗状況などを「部活動地域

移行News」などにより、広く周知を図った。 

・運営主体であるスポーツ協会を支援し、運営上の課題解決に向けたコンサ

ルティングや、ICTを活用した効果的かつ効率的な運営体制の検討の業務

委託により、デジタルツールを導入した。 

〇子どもたちの多種多様な希望に応じる活動環境の整備 

・地域クラブ活動のほか、「もっと活動したい」、「さらに技能向上を目指し

たい」といった技術力・競技力向上を目指す活動機会を提供するため、ス

ポーツ協会が、各種競技団体などに各種教室の開催を働きかけ、既存の活

動を含めて、広報用ホームページ「ながスポマップ」を作成し、活動情報

を整理・集約したほか、支援団体である芸術文化振興財団による指導者育

成講習や中学校入学前の小学生を対象とした体験教室などを開催した。 

自己評価 

・令和７年９月からの地域クラブ活動の開始に向け、４者協定による連携の

もと、推進体制、運営体制の整備を進めることができた。 

・スポーツ協会と芸術文化振興財団が行う指導人材募集のほか、推進体制、

運営体制の整備の状況などを「部活動地域移行News」で広報を行い、広く

周知を図ることができた。 

・地域クラブ活動以外の、「もっと活動したい」、「さらに技能向上を目指し

たい」といった子どもたちの多種多様な希望に応じる活動環境を集約し、

提供する環境を整備することができた。 

関連ページ：P.43、44 
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（担当：学校教育課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望 

・令和７年９月からの全市一斉の休日部活動の地域移行に向けて、学校施設開

放に伴うセキュリティ対策や関係者への普及啓発活動などの準備を進める

とともに、地域クラブ活動の推進のための参加者支援などの取組を進める。 

・長岡市スポーツ・文化芸術活動環境整備検討委員会において、平日部活動の

地域移行に向けた検討を進める。 
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【施策４】 

 発達など配慮が必要な子どもと保護者への切れ目のない支援体制の強化 
 

事業の目的 

及び概要 

子ども一人ひとりの育ちに着目し、発達特性のある子どもを早期に適切な支

援につなげ、保護者を含めた継続的・包括的な支援を行うことを共通の目的と

して、さまざまな組織がそれぞれの役割を担いながら、継続的に連携できる支

援体制を構築する。 

令和６年度の 

取組状況 

○保健・福祉・教育の関係者が一体となり支援できる組織体制の構築 

・発達の特性に早期に気づき、未就学期から就学期へのスムーズな連携のた

め、「こどもすこやか応援チーム」を保育課から子ども家庭センターに移管

したほか、専門職の増員や学校教育課や子ども青少年・相談センターの指導

主事を兼務にするなど、切れ目のない適切な相談・支援につながる組織体制

の強化を行った。 

・関係職員の資質向上を図るため、臨床経験豊富な小児科医を含む医療・保

健・保育・教育など多職種による事例を通じた学習会（「みらいのたね学習

会」）を実施した。 

・令和５年度に引き続き、「子どもの発達支援検討プロジェクトチーム」によ

り、就学時の引継ぎ方法の統一や円滑な情報共有のためのシステム構築など

必要な検討を行った。 

○学校・園などへのアウトリーチによる専門性の高い支援体制の構築 

・臨床経験豊富な心理士のほか、特別支援教育の専門知識をもつ教員経験者を

発達支援アドバイザーとして新たに配置し、園や学校等を訪問して、保育者

や教職員等に対し特性の理解と子ども一人ひとりに合わせた環境調整などの

対応助言や必要な機関へのつなぎ等を行う「アウトリーチ支援」を実施し

た。 

自己評価 

・組織体制の整備により、就学前後の支援内容の相互理解と支援方針の統一、

就学に関する情報共有の会を新設するなど情報共有がスムーズになり、支援

体制の強化につながった。また、さらなる連携強化のため、支援情報の引継

ぎ方法の統一に向けた検討をすすめることができた。 

・「みらいのたね学習会」の実施により、支援者同士の相互理解と実践力の向

上など支援者のエンパワメントにつながった。 

・心理士等専門職が園や学校に直接出向き、子どもの日頃の様子を観察した上

で、専門的評価ををもとに、保育者や教職員に対し特性の理解と環境調整な

どの適切な支援につながる助言を行う「アウトリーチ支援」により、子ども

と関わる時間の長い保育者や教職員等現場の理解力と対応力の向上につなが

った。 

今後の展望 

「子どもの発達支援検討プロジェクトチーム」は発展的に解消し、検討結果を

ふまえた実働の組織として、教育委員会各部局を横断した多職種連携チーム

「みらいのたねサポートチーム（通称：みらサポ）」を新たに立上げ、こども

関連ページ：P.48～50 
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（担当：こども家庭センター、学校教育課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をまん中にした、一人ひとりの個性や状況に応じた適切な支援のため、以下

①～④を実施する。 

①「発達支援アドバイザーネットワーク」の構築 

「みらサポ」関係課に発達支援アドバイザーを配置した上で、「発達支援ア

ドバイザーネットワーク」を新たに構築し、保護者や子ども本人、学校、園

などから、子どもに関わる部署のどこに相談しても適切な支援につながる相

談支援体制の強化を図る。 

②「園や学校等へのアウトリーチ支援」 

従来の「こどもすこやか応援チーム」を専門職増員と就学後の支援等機能

強化を行い、「みらいのたねサポートチームアウトリーチ支援」とした。これ

により、専門職が園や学校を訪問し、保育者や教職員等に対し、特性の理解

と子ども一人ひとりに合わせた環境調整など対応助言を行うことで、現場の

理解力・対応力の向上を図り、子どもの苦手克服や自信を育てることにつな

げ、その後のよりよい成長を促す。 

③「みらいのたね学習会」 

各分野の支援者が集まる学習会の開催により、支援者同士の相互理解や連

携強化及び実践力の向上など支援者のエンパワメントを図るほか、個々の支

援策にとどまらず、新たな支援策や運用の見直しなど市の政策立案につなげ

る。 

④「みらいのたねサポート相談会」 

子どもの発達特性や問題行動等の悩みを抱える保護者からの相談に、医師

や心理士が応じる個別相談会を開設し、保護者と子どもの心身の安定を図る。 

・子ども分野の保健師の地区担当制を導入し、「みらサポ」によるさまざまな取

組を進めることで、医療・保健・保育・教育・福祉など多分野・多職種の連

携強化を図り、就学前から就学後まで切れ目なく包括的な支援を行う「発達

支援の長岡モデル」の確立を図る。 
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【施策３・５】 Ｅｄｕ-Ｄｉｖｅｒ構想の推進 

事業の目的 

及び概要 

 １人１台端末等をより効果的に活用することにより、一人ひとりが自立し、

多様な価値観をもつ人たちと協働しながら、主体的に物事を判断できる力を身

に付け、新たな価値を創造していくことのできる人づくりを目指し、子どもが

学びの主体となって学びを自ら創出することのできる授業づくりに取り組み、

一人ひとりに最適な学びを保障する教育環境づくりや支援体制を整備する。 

令和６年度の 

取組内容 

〇「自分に合った」「多様な関わりを生かす」「実体験を伴う活動的」学びの視点

から授業イノベーションを実践 

・授業イノベーションにつながる研修講座、要請研修を設定し実施した。 

研修講座を 74 講座開催、延べ 1,357 名が受講したほか、各学校の課題に即し

た研修を行う要請研修を 116 回実施した。 

・要請研修では小、中に分かれ、授業イノベーションの概念だけに特化した研修

会を計 15校で実施した。 

・国語科、社会科、算数・数学科、理科、外国語活動・英語の教科において、長

岡市三島郡学校教育研究協議会とタイアップし、公開授業、協議会を実施した。

・授業スタイルがイメージしやすいイラストや動画を取り入れた授業イノベー

ション図と説明動画を各校に配付し周知を図った。 

〇興味や関心に合わせた高度で多様な学びを実現する長岡教育情報プラットフ

ォーム「こめぷら」を運用 

・子どもたちの未来のために、「米百俵」の精神の下、オール長岡で創る長岡教育

情報プラットフォーム「こめぷら」を運用し、376 本の動画コンテンツ、456 本

の体験活動コンテンツ、59 本の出前・体験授業、職場体験・企業訪問の案内、

学校が発信するカテゴリである M-ステージにおける各学校の学びの発信を 23

本掲載、更新した。児童生徒が動画制作を進める学校も増え、県内の動画コン

クールで入賞した事例も出てきており、それについても「こめぷら」で紹介し

た。 

・「こめぷら」の運用にあたり、企業関係者、高等教育機関職員、小中学校職員等

が参加する推進会議を年２回開催した。意見を基に使いやすさの向上を目指

し、「こめぷら」の改修を進めた。 

自己評価 

・授業イノベーションの視点を取り入れ授業改善に取り組む学校が増加してお

り、授業イノベーションに関する要請研修依頼が増えた。また、国語科、社会

科、算数・数学科、理科、外国語活動・英語の教科において、長岡市三島郡学

校教育研究協議会とタイアップし、公開授業、協議会を実施したことで、全体

で例年に比べ２割ほどの参加者の増加があった。 
・授業イノベーションの視点に基づいた授業改善の意識の高まりから、児童生徒

が自ら課題を選択したり作ったりして、その解決に向けて他者と関わりながら

活動する様子が各学校においてより多く見られるようになってきた。一方で、

依然として講義中心の従来型授業が主に行われている学級も見受けられる。今

後も授業イノベーションを進める目的を教職員で共有し、その推進に向けて取

関連ページ：P.41、66～67 
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り組んでいく必要がある。 

・市内児童生徒が自分の将来を考えるきっかけとなる有益な情報を「こめぷら」

で発信し続けることができた。「こめぷら」を閲覧したユーザ数は 67,189 名と

なり、前年（62,982 名）を上回った。 

・小学校４年生から中学校３年生の保護者対象の調査では、「子どもとともに「こ

めぷら」を閲覧したことがある」の問いについて前年度比プラス 6.6％、「子ど

もが家庭で「こめぷら」を閲覧・学習に使用していることを見たことがある」

について前年度比プラス 7.0％の回答となったことから、「こめぷら」の家庭で

の活用率の向上が見られた。 

今後の展望 

・長岡市三島郡学校教育研究協議会とタイアップし、５教科以外の公開授業、ま

たは協議会を実施する。 
・授業イノベーションのイメージ図を各校へ電子データで配付すると同時に、イ

メージ図は現場のニーズに応え、より具体的な視点や指導計画を掲載するな

ど、イメージ図を定期的にアップデートすることで、さらに意識の向上を図る

必要がある。 
・「こめぷら」のさらなる利活用促進に向け、市内企業や高等教育機関等と連携

し、推進会議を開催する。推進会議での意見を参考にしながら、児童生徒、保

護者のニーズとあわせて「こめぷら」の掲載コンテンツの充実や使いやすさの

向上を図る。 

（担当：学校教育課） 
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　■　教育委員会の実施した事業の点検・評価

施策 施策の柱 施策の内容
●郷土の歴史や自然、文化、産業等の学習

(1)「米百俵」の精神の普及・伝承による人材の育成と発
 信の場の創出
(2)縄文文化・火焔土器関連遺産の活用及び発信
(3)歴史的・文化的遺産の継承及び保全・活用促進
(4)豊かな自然・歴史・文化に触れる機会の提供と個性輝
 く子どもたちの育成
(5)歴史資料の適切な保存・管理と資料の収蔵及び公開の
 できる歴史文書館（仮称）の整備

 和意識の醸成
●コミュニティ・スクールの推進

●いじめ、不登校、児童虐待などへの対応 ア 児童・生徒、保護者、学校・教職員のサポート体制
 の充実【重点】

 な学校生活の推進
(1)他者と共同市人間性を豊かにする学びの工夫

(2)インクルーシブ教育システムの充実と支援体制の整備

●保幼小中の接続期への支援の充実 保幼小中の接続期への支援の充実
●多様な情報共有の場の整備 情報交換の推進
●熱中・感動体験の充実 熱中・感動体験の充実
●キャリア教育の充実 キャリア教育の充実
●学校、園、家庭、地域、NPO 等の協働の推進 子どもの育ちをしっかり支える土台づくりの充実

(1)確かな学びを実現する学校・園づくりの推進
(2)一人一台端末を活用したEdu-Diver構想の推進【重点】

●子どもがさまざまな分野で本物や一流に出会う、熱中・
感動体験の提供 子どもが熱中・感動する豊かで多様な体験づくりの充実

●子どもが自主的に参加し、自分の能力を継続的に伸ばす
学びの場の提供 子どもの個性・可能性を伸ばす学びの場づくりの推進

●学校と地域の協働による部活動の体制整備【重点】 学校と地域が協働した部活動の推進

(1)妊娠から出産・育児までの切れ目のない支援の充実
(2)養育が困難な子どもや配慮が必要な子どもへの支援の
 充実【重点】

●子育てと仕事の調和のとれた生活環境づくり 保育環境の充実及び保育士の確保
(1)多様なニーズに対応するための保育サービスの充実
(2)職員の資質向上による質の高い幼児教育・保育の提供

●地域社会全体で子育てを支援する体制づくり 社会全体で子育てを支援する体制づくりの推進
(1)情報収集・コーディネート機能の充実
(2)経済的支援の充実

●老朽施設の計画的な再生と快適な保育・教育施設の整備 老朽化施設の再生と快適な保育・教育環境の整備
●ICT を活用した教育環境の充実 Edu-Diver構想を推進するための環境の充実【重点】
●教職員の働き方改革の推進

【重点】：令和６年度に取り組む重点項目

　「長岡市教育振興基本計画」に定めた施策に基づく各事業の点検・評価を行いました。
取組内容を自己評価し、今後の取組へつなげることとしています。

●多様なニーズに対応した質の高い幼児教育・保育の提供

1

2

3

●通学路の安全対策や食物アレルギーへの対応

5

●家庭の状況にかかわらず子どもたちが安心して学べる環
境づくり

4

●国籍などの多様性を認め合う教育や特別な支援を要する
子どもへの支援の充実

●「米百俵」の精神など、 岡の歴史的・文化的遺産の継
承・活用

●確かな学びを実現するため、学校への支援とともに教職
員の人間性、専門性を高め、指導力を向上

●妊娠期から育児まで切れ目のない支援や「子ども家庭総
合支援拠点」での相談支援体制の強化
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７ 長岡市教育振興基本計画に掲載した参考指標一覧 

計画策定時に設定した参考指標の値を基準値とし、その最新値を掲載することで、 
計画の進捗状況を把握する目安として活用します。 

参考指標一覧 
＜子どもたちの視点＞ ※「全国・学力学習状況調査」における各設問への回答割合を示したもの 
                                  (基準値：H31.４.18調査、最新値：R６.４.18 調査) 

 令和６年度調査（令和５年度実績）結果として、令和元年度から上昇しており、全国平均値も 
同様の傾向となっている。 

 

＜保護者の視点＞ 
※「長岡市子育て・育ち“あい”プラン策定に関するニーズ調査」と「１歳半健診及び３歳児健診 

でのアンケート調査」における各設問への回答割合を示したもの 

 子育て環境の満足度は、前回調査では５段階評価であったが、直近調査では４段階評価となり、 
比較ができないもの 

 

＜学校・園の視点＞ 

 連携グループで一貫した取組がなされているか確認し、改善をすることで連携の質の向上を図った。 
目的連携に向けて必要な実践が精査されつつある。 

指標 基準値 最新値 

地域や社会をよくするために何をすべきか
考えることがある児童生徒の割合 

【令和元年度】 
小学校 62.1％ 
中学校 47.9％ 

【令和６年度】 
小学校 86.1％ 
中学校 77.3％ 

自分には、よいところがあると思う児童生
徒の割合 

【令和元年度】 
小学校 81.9％ 
中学校 75.9％

【令和６年度】 
小学校 85.2％ 
中学校 83.2％

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦し
ている児童生徒の割合 
（令和５年度調査から設問項目なし）

【令和元年度】 
小学校 82.7％ 
中学校 71.8％

― 

指標 基準値 最新値 

長岡市の子育て環境や支援に満足している
人の割合 

【平成 30年度】 
78.5％ ― 

育児が楽しいと感じる親の割合 
【令和元年度】 
１歳半健診 82.7％ 
3 歳児健診 73.0％

【令和６年度】 
1 歳半健診 85.5％ 
3 歳児健診 78.1％

指標 基準値 最新値 

学校が地域と連携・協働して実施した 
取組数 

【令和２年度】 
522 件 

【令和６年度】 
761 件 

保幼小中で連携・協働して実施した取組数 【令和２年度】 308 件 
【令和６年度】 

447 件 
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令和７年８月８日  

 

 

長岡市教育委員会 

教 育 長  金澤 俊道 様 
 
 

長岡市教育委員会事務評価委員会 
                    委 員 長   山 田   修 
                    副委員長   渡 辺  美 子 
                    委  員   武 石  枝利子 
 

 

教育に関する事務の管理及び執行の点検及び評価について 

 
 
令和６年度に執行された長岡市教育委員会の会議、施設訪問、事務事業の内容

及びその点検結果について、教育長並びに事務局職員からヒアリングを行い、長

岡市教育委員会事務評価委員会として点検、評価を行った。 

 当委員会の点検、評価結果については以下のとおりである。 
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１ 全体を通した評価や意見等 

【評価できる点】 

○「長岡市教育大綱」及び「長岡市教育振興基本計画」に基づき、それぞれの担当部署が着

実に施策を実施し、教育行政事務が執行されている。また、各事業の点検・評価が適切に

行われており、施策の進捗状況が明らかになっている。 
 
○それぞれの施策において、自己評価に基づいた「今後の展望」が具体的に明らかにされ、

さらに改善策が講じられている。 
 
○子どもを中心に据えた視点で、各事業が展開されている。 
 
○昨年度と同じ重点項目を掲げたことで、長岡市の教育環境における課題の重要性を示す

ことにつながった。 
 
○昨年度の成果や課題に向き合って、より広く、深く、個に寄り添った施策に取り組んでい

ることがわかる。 
 
【今後の改善点】 

○いくつかの施策の中でキーワードとなっている「適切な支援」、「切れ目のない支援」をよ

り進めていくためには、担当課の枠を超えた協働的な取組が今まで以上に必要である。市

長事務部局も含めた行政間連携をより進めてほしい。 
 
○児童生徒数の減少、部活動の地域移行、不登校、県立高校の再編など、一般市民にとって

も教育現場の変化は大きな関心事になっている。市の教育委員会で取り組んでいる施策

について、子どものいる家庭だけでなく、より広く市民に伝える工夫が必要である。そし

て、地域で取り組めることを市と地域がともに積極的に考え、協働できる環境整備を進め

る必要を感じる。 
 
○引き続き子どもや保護者のニーズを確認しながら、社会の多様な変化に対応できるよう

工夫してほしい。 
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２ 各施策に対する評価や意見等 

Ⅰ教育委員会会議の開催及び審議状況等について 

【評価できる点】 

○定例会、協議会等の教育委員会会議が適時・適切に実施されている。特に喫緊の課題であ

る「中学校部活動の地域移行」については、その進捗状況が繰り返し会議内で報告されて

いる。 
 
○各施設の訪問において、「学校部活動」、「通級指導教室」、「授業イノベーション」、「児童

福祉施設」など、各回の訪問の視点が明確になっており、重点項目に沿った内容で視察が

行われている。 
 
○会議の議事録が長岡市のホームページで詳細に報告されており、積極的な市民への情報

公開が審議の透明性を高めている。 
 
【今後の改善点】 

○市民には、教育委員の業務内容を知る機会がないため、定例会等の会議内容を掲載してい

る長岡市ホームページへの誘導を工夫してほしい。 
 

 

Ⅱ教育委員会における事務の点検・評価について 

●４つの重点項目の取組状況及び今後の展望 

不登校支援の充実 

【評価できる点】 

○中学校区内校内教育支援センター「いこ～れ」、自立支援スペース「ほっとルーム」など、

新たな居場所を整備し、児童生徒本人や保護者も安心できる環境づくりとして成果を上

げている。 

 

○民間フリースクールとの連携や、指導要録上の出席扱いに係るガイドラインの策定は、子

どもや保護者にとって励みや自信につながることである。今後も「選択の自由」を重点に

置き、児童生徒の様々な状況に合わせたより柔軟な発想で、子どもの学びへの支援を充実

させてほしい。 

 

○他の自治体事例を研究し、モデル校を設置して研究するなどの積極的な取組がされた。 

 

○児童生徒の居場所運営に人員を増員配置する対応は、ハード面だけでない支援として評

価できる。 

 

○新たな不登校児童生徒を生まない取組の研究や研修を進めることは、極めて重要な視点

である。不適応を生みにくい魅力ある学校づくりを今後も検討してほしい。 
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【今後の改善点】 

○従来からある教育支援教室（「フレンドリールーム」等）と新たにできた「ほっとルーム」

の役割や支援方法の違いについて、校内教育支援センターやフリースクール等も含め、多

様な支援の受け皿があることをよりわかりやすく情報提供してほしい。 

 

○「不登校を認め見守っていく視点」と「新たな不登校を生まない視点」の、一見相反する

２つの視点を両立していくため、教育現場の教職員に指針を示してほしい。 

 

○「不登校対策」から「ひきこもり対策」へ切れ目のない支援の実現のために、「ひきこも

り相談支援室」等の他部署との連携や情報共有をさらに進めてほしい。 

 
○民間カウンセリング機関や NPO 等との協働も視野に入れながら、学校内だけでなく様々

なステークホルダーとの連携に取り組んでほしい。 

 

○「不登校初期対応フロー」で基本的な対応が示されたが、不登校の理由は個人で違う事を

忘れず、フローに頼りすぎないことが重要である。 

 

オール長岡で部活動地域移行を推進 

【評価できる点】 

○スポーツと芸術の各種関係機関の４者連携協定による「ながおか Come100 クラブ」の創

設という長岡スタイルの構築によって、長岡市が部活動地域移行への新たな一歩を踏み

出したことは、他市町村の手本となる取組である。 
 
○子どもたちの多様な活動の希望に応じて地域移行の環境整備を進めるとともに、保護者

への「部活動地域移行 News」の配布や市スポーツ協会による広報用ホームページ「なが

スポマップ」の作成等、適切なタイミングで積極的に情報を提供・公開している。 
 
○中学校入学前の小学生に体験教室を開いたことは、子どもの不安解消や保護者の理解を

得る機会となり評価できる。 
 
【今後の改善点】 

○学校や種目によって、生徒・教職員・保護者の部活動地域移行に対する受け止めに意識の

差があることは否めない。今後も継続して啓発活動に努めてほしい。 
 
○地域移行後、しばらくは様々な解決すべき課題が明らかになってくると予想される。現場

の子どもたち、指導スタッフ、保護者の声に耳を傾け、全体での共有や調整を図りながら

早期解決に努めてほしい。 
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発達など配慮が必要な子どもと保護者への切れ目のない支援体制の強化 

【評価できる点】 

○様々な専門性をもつ関係者が一体となり、配慮が必要な子どもたちと保護者への切れ目

のない支援ができる組織体制を構築している。 
 
○園や学校にとって、子ども一人ひとりの特性に合わせた環境調整などに関するアウトリ

ーチ支援は、極めて有効である。 
 
○昨年度に引き続き重点目標として取り組んだことで、これまでの取組の自己評価をし、よ

り充実した新しい取組として「みらサポ」へと発展したことを評価したい。 
 
【今後の改善点】 

○就学時の支援と同様に、就学後の継続的な支援や見守りが大切である。途切れない支援を

実現するためにも、これまでどおり「すこやかファイル」を有効に活用してほしい。 

 

○様々な専門家がチームを組み、「みらサポ」として一人ひとりの子どもと保護者をしっか

りとサポートして行くことはとても素晴らしいが、子どもの成長のどこまでを支えてい

くのか、保護者の納得のいく取組になってほしい。 

 

Ｅｄｕ－Ｄｉｖｅｒ構想の推進 

【評価できる点】 

○教育センターの研修講座や要請研修の充実、長岡市三島郡教育研究協議会とタイアップ

した取組など、様々な組織が有機的に結びついて授業イノベーションを実現させようと

していることに大きな意義を感じる。 
 
○長岡教育情報プラットフォーム「こめぷら」の利活用が定着し、有効に活用する事例が多

く出現するとともに、その成果を「こめぷら」で情報発信するなど、好循環サイクルが生

まれてきている。 
 
○「こめぷら」は、各学校から発信ができる「M-ステージ」を設けたことで、身近な学校の
紹介を見ることができ、活用を促すきっかけになった。 

 
○「こめぷら」の運用が進み、学校や家庭で目にすることも増えた。参加型コンテンツも増

え、特に動画コンテンツは入賞事例が出るなど、大変すばらしい取組の成果が感じられ

る。 
 
○「こめぷら」は、長岡らしい多様な教育を網羅してきている。高校・大学・専門学校、企

業、関係団体と連携し意見交換しながらブラッシュアップできている取組がすばらしい。

 
【今後の改善点】 

○学校現場では、授業イノベーションの理念に基づく授業と、知識や技能を身に付けるため
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の従来型の授業が混在していると思われるが、すべての授業を前者の発想で行うことに

は無理がある。授業イノベーションを、それぞれの教科のカリキュラムにどのように位置

づけ、どの場面でどれくらいの頻度で実施するのか、具体的な基準が示されると現場の取

組はさらに進むと考える。 
 
○「こめぷら」のコンテンツの更なる充実と、保護者への浸透を広げてほしい。子どもと共

に閲覧することで、子どもたちの学校環境を知ることは元より、将来のキャリアなど共通

の話題が生まれることが期待できる。 
 
○教職員のデジタル媒体の活用能力の差によって、子どもたちの学びに差が生まれないよ

う、基本的な知識やトラブル対応等の研修を実施するなど、教職員のスキルアップにも取

り組んでほしい。 

 

 
施策１ 郷土愛の醸成による人材の育成 

【評価できる点】 

○「ながおか学」がデジタル化され「こめぷら」のコンテンツの一つになることは、調べ学

習の充実という観点からも重要である。また、小学校５年生のみではなく学年を問わず活

用でき学びの幅が広がる。 
 
○「学校・子どもかがやき塾事業」は、地域ならではの宝や課題を取り上げることで、子ど

も達により一層地域の良さや愛着を生む事業である。 
 
○「小林達雄氏資料整備活用事業」において、膨大な寄贈資料を整理し、縄文関連図書の活

用を目指していることは意義がある。 
 
○「新型コロナウイルス感染症関係資料収集保存事業」は、関係資料を保存することで、後

世への貴重な備えになる。 
 
○各学校に学校運営協議会が設置され、学校と地域が「育てたい子どもの姿」を共有し、地

域ごとの多様な協働活動がより充実してきたことは大きな前進である。CS ディレクター

情報交換会を実施し、互いの取組を共有することにも大きな意味がある。 
 
○「子どもふれあいサポート事業」において、いじめと不登校には「初期対応フロー」が作

られ、初期における基本的な対応が迅速にできている。 
 
○子ども・青少年相談センターで相談をワンストップで受けていることで、対応が迅速に行

なわれ、保護者の心配の解消につながった。 
 
○「特別支援教育推進事業」について、市ホームページが保護者や関係者が見て分かりやす

い説明と流れになっている。 
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○「特別支援教育環境整備事業」において、小中学校の現状に合わせた人員の配置が行われ

た点は評価できる。 
 
【今後の改善点】 

○文化財の保護団体や民俗芸能の保存会などの高齢化により、今後の保護、保存が危うい。

地域住民と共に協議する必要を感じる。 
 
○施策１のコミュニティ・スクールで地域と学校が共有する「育てたい子どもの姿」と施策

２の「保幼小中連携事業」の「中学校区で育てたい子どもの姿」の整合・統一や関連を明

確にし、よりわかりやすいものにしてほしい。会議の精選等、教職員の負担軽減にも配慮

してほしい。 
 
○いじめや不登校の原因は複雑化してきている。より広い専門家などの連携を期待したい。

（不登校経験者なども） 
 
○子ども・青少年相談センターの運営について、小学生から 20 歳未満の青少年と保護者に

向けた専門性のある相談対応について、面談相談終結件数が前年度Ｒ５よりも低くなっ

ている。何らかの理由が明らかであるならば改善につなげてほしい。 
 

 
施策２ 保幼小中連携による一貫した教育の推進 

【評価できる点】 

○「保幼小連携」や「小中連携」にとどまらず、「保幼小中連携」で育てたい子どもの姿を

共有していることに大きな意味があり、教職員の情報共有や研修の充実以外にも、大きな

可能性を感じる施策である。教職員同士や地域住民が顔の見える関係を築くことで実現

する、新たな取組にも期待したい。 
 
○「ながおか夢タクト」を活用することで、保幼期から高校卒業までのキャリア教育の履歴

が引き継がれることは、大きな意義がある取組である。 
 
○幼少期からキャリア教育に着目し、「こめぷら」で進路の参考となる市内の学校や企業な

どの情報を掲載した。 
 
【今後の改善点】 

○（再掲）施策２の「保幼小中連携事業」の「中学校区で育てたい子どもの姿」と、施策１

のコミュニティ・スクールで地域と学校が共有する「育てたい子どもの姿」の整合・統一

や関連を明確にし、よりわかりやすいものにしてほしい。会議の精選等、教職員の負担軽

減にも配慮してほしい。 
 
○「ながおか夢タクト」が高校まで確実に引き継がれ活用され、18 歳における進路選択時

の判断指針の一つとなるようにしたい。保幼小中連携が、さらに保幼小中高連携につなが
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るとすばらしい。 
 
○連携協議の場が形骸化しない工夫を望む。 
 

 
施策３ オール長岡で子どもを育む教育の推進 

【評価できる点】 

○英語をさらに深く学びたい子どもたちにとって、ALT の派遣や「English LAB」の取組は

学習意欲のさらなる喚起や貴重な体験の場となっている。 
 
○スマホ世代の親、デジタルネイティブの子ども達にとって、読み聞かせや読書による子ど

もの心への影響は多大である。 
 
○学校現場にとってマンパワーはあればあるほど助かる。スクール・サポート・スタッフの

配置によって教職員の時間外勤務削減、負担を軽減し、子どもと向き合う時間をより確保

することは実に有効である。 
 
○「科学探究塾」で、大学や専門機関等と連携し、科学離れと言われている子ども達へ効果

的な講座が行なわれた。 
 
○「部活動遠征費補助事業」について、部活動で努力してきた生徒の遠征等バス代の補助は

大変望ましいことである。 
 
【今後の改善点】 

○「English LAB」のような発展的な学習機会の場として、かつて中学生を対象とした「イ

ングリッシュ・アカデミー」や「数学アカデミー」などが行われていた時代があった。英

語力向上だけでなく様々な分野で、市内の高校、高専、大学等の協力を得ながらオール長

岡で子どもたちの可能性を伸ばす、発展的な学習機会を設定できるとよい。 
 
○教職員に一番大切にしてもらいたい「児童とのかかわりの時間」を確保できるよう、超過

勤務削減に向け、積極的な活用を教職員にきちんと説明してもらいながら、適切にスクー

ル・サポート・スタッフを配置してほしい。 
 
○「科学探求塾」の「AI 活用」に参加者がなかったが、社会のトレンドや子ども達のニー

ズのマッチングを図り、興味を引くような募集の工夫が必要である。なお AI 利用につい

ては、子どもの発達の観点から十分検討し、使い方のモラル授業を実施してほしい。 
 

 
施策４ 子ども・子育て支援の充実 

【評価できる点】 

○「長岡版ネウボラ事業」は、妊娠期から母となることの不安や心配を相談でき、子どもが
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生まれてからの現実的な相談ができる。子育て期の親を包括的に支援するサービスがあ

ることは、大きな頼りになっている。 

 

○不妊治療の治療費助成があることで、治療を考えるきっかけになっている。 

 

○保護者の交流会にペアレントメンターやピアサポーターが参加し、当事者目線の話が聞

けることで、保護者にとっては不安解消に大きく役立った。 

 

○「コドモン」の利活用が定着し、園児の登園・降園の管理、保護者への適切な情報提供、

職員の負担軽減等、多方面で多大な成果を上げている。 

 

○「エンペイ」の導入によりキャッシュレス決済が可能になり、保護者の満足度が向上し

た。現金の取扱いがほぼなくなったことで、園の事務省力化により職員の働き方改革が実

現している。 

 

○「就学援助費」について、オンライン申請を導入したことにより、24 時間申請ができる

ようになったことで保護者の負担が減り、ペーパーレス化にもつながった。 

 

【今後の改善点】 

○若い保護者は SNS による情報収集が一般化している。「子ども子育て支援」全体の施策に

おいて、SNS での情報発信のさらなる充実を期待する。 
 
○出生数が減る中で、母子保健推進員の役割、活動内容を見直すことは必要だが、各地域で

女性が置かれている環境が違っているので、地域の現役の母子保健推進員と情報交換を

してより良い活動になるように進めてほしい。 
 
○「児童クラブ運営事業」について、民間事業者への業務委託後も学校・地域と連携し、今

後は民間事業者ならではのサービスを検討してほしい。 
 
○「親も育つ子育てセミナー」は大変良い講座だと思うので、参加したいが現地まで行けな
い人や、当日の都合がつかず参加できない人にも、オンライン参加やアーカイブ配信とい

った「ハイブリッド講座開催」で保護者の学びの場の提供と参加する選択肢を増やす検討
をしてほしい。 

 

 
施策５ 質の高い教育を実現する教育環境の充実 

【評価できる点】 

○保護者懇談会や学校再編検討会を繰り返し実施し、保護者や地域住民との合意形成を図

りながら丁寧に学校統合を進めている。栃尾地域では、関係者を集めた「栃尾地域学校再

編検討会」が組織され、６回もの話し合いがもたれ、充分に議論された。 

 

○長岡市は ICT 環境が整っていてとてもすばらしい。学びの選択肢が増え、結果的に児童
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生徒の学びの充実につながっている。 

 

【今後の改善点】 

○「校舎等増築・大規模改造事業」について、子どもたちが安心して学べる環境整備の観点

から、プール授業については、長岡市内に複数あるプール施設に行ける学校はバスの費用

を補助して移動する方が良いのではないか。 
 
○「校務支援推進事業」の教職員用２in１端末の導入については、個々の教職員の授業での

使いづらさなどにも配慮し、教職員の負担を軽減できる環境整備をお願いしたい。 

 

○教職員働き方メッセージの市民理解を広めるための工夫と、働き方メッセージの内容と

教職員の実態とが乖離しないように、現場の意見を入れながら検証していく必要がある。 

 

 
６ 長岡市教育振興基本計画に記載のない施策 

【評価できる点】 

○図書館において、スマホでの貸し出しサービスが運用されていることは時代に合ってい

て良い。 

 

○栃尾美術館は、小規模ながら身近で気軽に利用できる美術館として存在意義が大きい。Ｒ

６年度実施の「写真展 星野道夫 悠久の時を旅す」、「長岡の絵本作家 松岡達英展」はと

もに実によかった。市内高校生の作品展等を開催しているのも良い。 

 

○美術館の規模に合った企画展が開催され、子どもたちへのワークショップなどで、地域の

人たちに活用されている。様々な文化・芸術に触れる機会を提供できている。 

 

【今後の改善点】 

○寺泊水族博物館、悠久山小動物園、栃尾美術館など、小規模ながら地元に愛されている施

設がこれからも愛され続けるように、来館者の目線に立ち、小規模だからこそできる企画

を継続してほしい。そのために、市民（親子）の要望を聞く機会や、企画に参画できるよ

うな仕組みを考えて、市民と共に施設を育てていくという視点を持ってほしい。 

 

○「子ども読書活動推進事業」において、子どもたちがより良く読書に親しめる環境を整備

する観点から、中学生向けに「電子図書館」の導入も検討されたらどうか。 
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